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 高度好塩菌 N. pharaonisは負の走光性を示す。これは、細胞膜にあるフォボロドプシン ppR

の光刺激に端を発する、一連のシグナル伝達経路を介して起こる鞭毛モーターの運動によるも

のである。ppRは細胞膜上でトランスデューサータンパク質 pHtrIIと会合体を形成している。

pHtrIIは光刺激による ppRの構造変化を受容し、細胞内の触媒ドメインを活性化することで下

流にシグナルを伝えると考えられている。pHtrII の膜貫通ヘリックス領域と触媒ドメインの間

には HAMPドメインと呼ばれる保存された領域があり、これがシグナル伝達に重要な役割を演

じていることが明らかとなっている。これまでに、膜貫通領域については ppRとの複合体構造

が、HAMP領域についてはホモログタンパク質の立体構造が決定されている。しかし、膜貫通

領域と膜外領域の HAMP ドメイン両方を含む pHtrII の詳細な立体構造は決定されていないた

め、HAMPドメインを介するシグナル伝達のメカニズムは不明である。 

 これまでに我々は、固体 NMR 法によるタンパク質構造解析法として、計算科学を利用した

新規の NMR スペクトル解析法にもとづく構造決定法の開発をおこなってきた。主鎖二面角等

のタンパク質構造パラメータ空間のサンプリング、タンパク質 NMR データベース情報および

固体 NMR スペクトルフィッティング計算を組み合わせることで、感度と分解能の低い固体

NMRスペクトルから効率的に構造情報を取り出すことが可能であることを明らかにし、報告し

ている（J. Biomol. NMR 55, 189）。そこで、本スペクトル解析法を、リポソーム中に再構成し

た pHtrIIに適用したところ、脂質二重膜中における主鎖構造情報を得ることができた。また、

二量体形成を示唆する結果を得た。 

 

 

 


